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Serialization Method of Long-time Transaction by Temporal Database 
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Tsukasa KUDO 
Abstract: In business systems, databases are usually updated by two methods: the online entry is used for update 
from many terminals concurrently; the batch update is used to update a great deal of data in a lump-sum. To 
execute the latter as the transaction with maintaining the ACID properties, we had proposed the temporal update 
method utilizing the temporal database. However, in order to construct the serializable schedule, there was the 


































2017 年 2 月 3 日受理 




































,-----.1 	 OB 	吏新 2 	 I 
・~ 	 バッチ更新2 」 1 
ーオンラ-I,入九3.（趣聡） 
















































































う OB 更新では D=false に設定され，バッチ更
新結果が検索されない． 
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ンの最大実行時間を関数max _timeで示すと，これとバッ  














































るものであり，従来の OB 更新を行う． ここで， 






始時点すなわち図 1 のトランザクション時刻が tq時点の
データに対するパッチ更新結果が有効になり，オンライン
入力完了時点でこのバッチ更新結果に対してオンライン
入力を行った結果が有効になる．なお，図 4 の事例では, 
バッチ更新中にオンライン入力が行われているため,バッ










作成し, これに閉路が存在しないことで判定できる 5】． 
(1）読込みトランザクション （2）書込みトランザクション 
図 5 競合するトランザクションとの先行グラフ 






0 Qim: 0(dc) 
有 Oim: 0(dc) → B: 0B(0(dc)) 
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3.3 バッチ更新の ACm特性の維持 
次に本提案方式でオンライン入力」バッチ更新の各々
のトランザクションの ACID特性が維持できることを示
す一 2. 1節に示した通り本方式は BDBMS 上での構築を前
提としており，持続性は RDBMS の持続性によって保証さ
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この実装では，RDBMS は MySQL 5.7， トランザクシ aン
機能は町SQL のデータベースエンジン I nnoDB, プログラ
ムは Javal. 8. O..92, DBMS と Javaのインタフェースは JDBC 
ドライバを使用した．  
一ー更新区分Pを取得するビュー表の作成 
create view P_v as select K, if (Tu, max(F), 0) as P 
from 預金口座 as G2 left outer join コミット時間 as C2 
using (Ta) where G2.Td ='99999999999999999' group by K; 
一ー預金口座のビュー表の作成 
create view 預金口座ビュー as select K, Id, P, 
coalesce (C1.Tu, 01.Ta) as Ta, D, A from 預金口座 as Gi 
le仕 outer join コミット時間 as CI using (Ta) 
where Td='9999999999BB99999' and 0=0 
and P = (select P from P一v 02 where Gi .K=G2.K) order by K; 
図 8 ビュー表を作成する SQL文 
オンライン入カ 	 バッチ更新 
図 6 プロトタイプのソフトウェア構成 
バッチ更新は多数の口座に対して金額の読込みと更新
結果の書込みを順次行い，最後にバッチ更新のコミット 














の値が乙の値に変換され，検索可能になる．一方,Tid = 2 
はコミット前であり，預金口座テーブルのK= 2のデータ
はバッチ更新により追加されているため，検索対象にはな


















図 9 に口座番号 1 から 70 までの実験結果を示す．コミ
ットのケースでは口座番号 17 から 46 で GB 更新が実行さ
れた，図 9 に示すように口座番号 46 までは 4000 を加算し
てから1/2にした残高，すなわち，まず，オンライン入力
が実行され，その後でバッチ更新を実行したのと同様の結
果が得られたー一方, ロ座番号 47 以降は，まず1/2にして
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4.2 実験 1:ACID特性維持の検証 
プロトタイプを使用して実験と評価を行った，実験はス
タンドアロンのワークステーションで行い，CPU は Cire 
i7-6700 (3. 6GHz), メモリ 16GB, OS は皿ロdows lo Pro 
(64bit) ，ディスクは 512GB SSD である一 
まず，実験 1 として，ACID 特性が維持されていること
を検証するため, ロ座番号 1から 500 の口座を対象に，以
下の実験を行った．最初に, 各口座の残高には初期値とし
て10,000 + 17座番号x 100を設定しておく．次に，idが 1 
から 5 の 5 本のオンライン入力プログラムと，1本のバッ
チ更新プログラムを並行しで実行し，オンライン入力では









を検証するため,オンライン入力開始から 1秒の遅延を経  
図 9 バッチ更新をコミットした場合の結果 





り ACID 特性を維持したパッチ更新の実装ができた. 
4.3 実験 2：効率性の評価 










め，図 10 に示すように各女のケースの待ち時間を長さの 
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は本方式において図 3の競合するオンライン入力の数を 8 
にしたケースであり，S 2, S一 4, S 8は従来の方式で競合
の数を各々2, 4, 8にしたケースである. 




















































現在，時制更新方式をベースにした NoSQL, 特に MongoDB 
のトランザクション処理の研究を進めている‘次の段階と
して,本研究成果の応用により MongoDB のトランザクシ a 
ン処理の効率化が可能になると考えているー 
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